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Visceral fat level is an independent risk





                主論文の要旨  
Visceral fat level is an independent risk factor for cardiovascular mortality in 
hemodialysis patients  
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討した。【方法】維持 HD 患者において VFA を測定し、その後の予後との関連
を検討した。対象患者は 126 名 (男性 72 名 )で、平均年齢 67.3±12.1 歳であっ
た。【結果】60 ケ月の観察期間中に 45 例が死亡し、そのうち 15 例は心血管疾
患により死亡した。ROC 解析により VFA のカットオフポイントを決め、心血
管死について Kaplan-Meier 解析を行った。VFA 高値 (≧71.5 cm2)群において
低値 (＜71.5 cm2)群に比べ心血管死が有意に多かった (P＜0.01)。Cox 比例ハザ
ードモデルでは、単変量解析で有意因子であった年齢、腹囲、血清アルブミン、
LDL コレステロール、CTR による補正後でも VFA 高値は心血管死と有意な関
連 を 示 し た  ( ハ ザ ー ド 比 4.5 、 P ＜ 0.05) 。 ま た VFA を 5 群 に 分 け
Cochran-Armitage 検定を行ったところ、VFA が高値となるにつれ心血管死が
増加する傾向が認められた (P＝0.05)。【結論】HD 患者においても内臓脂肪蓄
積は心血管死亡リスクであることが示唆された。  
